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接な関連があると考えられる技術と戦術の変遷に視点をあてた。IBF が 1939 年に改訂した
『Laws of Badminton』には、全 21条と新たに注釈が 4項目記載されていた。それは、IBF
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界チャンピオンに輝いている。また、北京オリンピックでの末綱聡子選手・前田美順選手
組のベスト 4 と小椋久美子選手・潮田玲子選手組のベスト 8 が記憶に新しい。近年では、
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Ⅱ バドミントンの競技規則の改訂について 
 




まず、イングランドバドミントン協会（Badminton Association of England= BAE）によ
って発行されていた『Laws of Badminton』（IBF,1939）についてみると、そこには全 21条
と新たに注釈（INTERPRETATIONS）が 4項目記載されている。条文の詳細をみると第 1条が
コート（COURT）、第 2条が支柱（POSTS）、第 3条がネット（NET）、第 4条がシャトル（SHUTTLE）
や第 14条がフォールト（FAULTS）及び第 15条～21条には一般規則（GENERAL）などが規定
されている。それは IBFが設立されたと同時に制定されたルール『Laws of Badminton』を
さらに検討したもので、現在の競技規則の基本が確立されたものと考えられる（高橋・今
井,2002）。  
その後、『Handbook』（1950年）と『Recommendations to Umpires, the Laws of Badminton』
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11点 3ゲームマッチになった（高橋・今井,2002,p.168-169）。また 2006年には「サイドア
ウトスコアリングシステム」から「ラリーポイントスコアリングシステム」となり、全て
の種目が 21点 3ゲームマッチに変更された（IBF,2006; Brahms,2010,p.128）。同時に、こ
れまで第 3 ゲーム（ファイナルゲーム）になった場合のみに第 2 ゲーム終了から 5 分以内
の休憩（インターバル）が与えられていたのが、いずれかのサイドが 11点に達した場合に






























が阿部と渡辺（1985）ではないかと推測される。ただ、それよりも以前に「Thumb-up backhand  
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表 1 バドミントンのグリップの表記 
国内著書 握り方を示す表記 海外著書 握り方を示す表記
堺 (1982) Brown（1971）　 Forehand grip
Backhand grip
Panhandle or Frying-pan grip 
相沢（1983) Crossley (1973)
Davis（1976）





















































ド・グリップ,      * 親指を立てる
フォアハンド・グリップ, バックハン











forehand grip <pistol or
handshake grip >, Eastern















forehand grip, backhand grip,
multi-purpose grip
ウエスタン•グリップ, イースタン•
グリップ,         * リストスタンド





Forehand Grip, Backhand Grip,
Pan Handle Grip, Multi-
Purpose Grip, Short Grip













近年に目を向けると Brahms（2010,pp.21-23）は、「universal grip」と「short grip」
及び「long grip」という、これまでに見られない名称を用いている。まず、「フライパン

















































図 1 バドミントンの技術の仕組み 
    （出典：『テニス指導教本』日本テニス協会編,1998,p.54を参考に作成） 
 
そこで、1963 年前後に出版された文献を調べることにした。前述のバドミントン本
（Davidson ＆ Gustavson,1964,p.38）には、「low serve」がイラスト図で紹介されている
が、フォアハンドのものであった。もっとも、当該本の初版が 1953年なので、バックハン



















































































うに組み立てることが基本的戦術だと考えられる。   
伊藤ら（1964,pp.93-98）は、第７章作戦の要点と各種のストロークの「作戦上の３原則」
として、①相手を前後に揺さぶること②相手を左右に揺さぶること③スピードの変化によ































へシャトルを打つ   クリアあるいはロブを使って、相手の頭上を越えて、相手コート
のいずれかのサイドに落とす。②フォアコートへシャトルを打つ   ドロップショット
かネットショットを使って。③ミッドコートの両サイドあるいはセンターへシャトルを打
ち下ろす   スマッシュを使って。の３つであるが、そのように打つための基礎的スト
ロークに必要なものは、「ハイ・サーブ、ロー・サーブ；オーバーヘッド・クリア、ドロッ
プそしてスマッシュ;スマッシュに対するブロック、ロブ、プッシュ；フォアコートにおけ









































































































































































１）IBFが 1939年に改訂した『Laws of Badminton』には、全 21条と新たに注釈が 4項 
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付記 
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Abstract 
 Fundamental Study About Revision of the Rules of Badminton, 
 and Transition of Techniques and Tactics 
 
Kazuhiro KISHI 
The purpose of this study is to obtain basic data in connection with teaching 
beginners badminton and developing teaching-materials in physical education. 
This paper describes an outline of revision of the rules, changes in technique and 
tactics based on the literature in and after 1934 when International Badminton 
Federation (IBF) was founded. In "The Laws of Badminton", revised by the IBF in 1939, 
interpretations of four items were newly added together with the 21 articles. It follows 
"The Laws of Badminton" enacted in 1934, and serves as a base of the present rule. 
Badminton technique can be divided into three types: basic, applied and game 
techniques. Especially, the "not offensive" underhand service inherited after modern 
badminton is a technique which must be handed down. Four formation (sides, front and 
back, diagonal, rotation) was introduced by documents of the 1950s as a tactics 
effective in a doubles match. 
I would like to continue making a detailed analysis about the technique and tactics 
of badminton by collecting and reviewing more literature. 
 
